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Summary 
The study of water budget was carried out in order to obtain the basie data for irrigation 
plan after land readjustment. 
The test field in lower part in Saga plain is a typical heavy clay soil paddy field close 
to ereek. 
The results of the tests are summarized as follows. 
1) The m巴anvalue of the net duty of water was 15.3 mm in depth per day during the 
irrigation p巴riod.
2) The mean ratio of the net duty of water to evapo幽transpirationwas 2.47. 
3) The greater part of water losses was due to ho巾 ontalseepage through the border. 

























イハンを含めて 4.09haであり， 17nr.に分割されている．この内の 1ilf. (0.28ha）は減反休耕を行























他JI,rt1~1生部水 FE! j~'f に接しているクリークは試験lilll18.以外の水Ilにも接してbり，流出入水！誌の
把慌が技術的にiみ！英mである．
このような限 Ell から，まず，（l）~ヒ＇ I士郎水 IEI併に！到しでは，クリークも含めた水収支試験を行な
っている．これにより，北中部水Elitlからの浸透；ほと，浸透水のうちクリークに内還元される水
泣との関係をlj］らかにすることができた．
さらに，命j七三i生部ll<E£I j洋と 1t1~1生；'Ill水｜上w下との必妥供給水深のキll児を iりjらかにすることを目的と
















クリークの水収支式は（ 1）式のようになる. ( 1）式を説明するための模式閑を凶－5に示す．
QinK +QinE十QinF-QoutK-QoutP 
I I Llh' 
-Ev・A正十I・A.;_+R. =2－…－Av 












Ev·A~ ； 当該クワークからの蒸発泣（m3/day）.ただし， Ev は蒸発佼， Ai，はクワークの蒸発
rmである．












2E,•alN; ~間三郎各策7Jく悶ごとの蒸発散lllの和（m3/day）.ただし， E，は蒸発散佼， aJNはj七三I'-
音［5水田の各~Ii: ごとの而'fi'l である．
2I・alN; 北半苦fl各準水田への降水i立の和（m3/day）.ただし， Iは降水位である．
l' Llh Llt・aJN; 北学部各祭水田ごとの紅i斑i貯摺抵変化抵の和（m3/day).
PorN; 北学者！l水田若手からの浸透損失就（m3/day）である．
(2）式にかいて，九州以外の］廷は実測可能なi廷であり， P。印のみが未知抵となる．
北半部水凶1t＇（：.への必要供給水足 WrcNは泊mrからの恭発散主i.EE,•alN と浸透f:ik PorNの平1とし
て与えられる．すなわち
WrcN = 2Er・aiN + P crN ..... (3) 




























36 災s35 ・7J (1973) 





K=Rc/PcrN .. (5) 















l'E,-a1s; 商学部各怒7J<凶ごとの蒸発t&:f立の羽.J(m3/day）.ただし， E，は港発散位， a1sは尚三i支
部水田の各＊ごとの面積である．
l'l•a1s; F在学部各鍛lkEBへの降水J抵の和（m3/day）.ただし， Iは降水位である．
l' Llh ,. --Lit叫 B;N守二｜二百［l各支E水校｜」との限立nJ昨夜Hil変化法のfl(m3/day). 
Pers; 南半部71<B3 ~Itからの浸透損失致（m3/day）である。
(6）式に沿いて，？凶以外の泣は実測可能な抵であり， Persのみが未知抵となる。
南半部水沼1洋への必要供給水；泣W四 gは悶函からの蒸発散:ill'E,•a1s と浸透抵 Pers の和として
与えられる。すなわち，
Wrcs=2Er・ais十Pers 一・（7)
となる。それゆえ， 南主幹部水 EB1ltの平均必要供給水深 hroS は WroS を南~1王宮11水悶携の水間関積
l'a1sでi徐して




2Qin-2Qour=2Et•ai -ZI·a；十 l:~ai 十 Per
Lit . . . ・(9)
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である。
必要供給水深 h，.は


































~l=.!i；＇； ・以111: :m~， 1；ご！二クリーク；j(fJIにおける｜協同｝惣11後の水JI）（交について :19 
給されているので，その両it!/,)i）の水位差を討lJYEL，各社！UY.El与刻にかける流！誌を管水路公式で求め
た。さらに， ti形公式により， これらの流況を積算し， 1 I了l 問の 3i1~討質JII ＞クリ一ク流人IJ:Q;n 
を求めた（低i…8参！！夜）0 
（和 東側クリークからの流人民 Q；叫は， 1インチ・パーシヤノレ・ブリュームにより各測定時
刻ごとに測定した流！誌を台形公式により積算して求めた Cl努19参！Kn。
⑨ lkmからクリークへの地表而流入hl:Q；げは各if＇.水mを5ブロックに統合し，手十ブロック
ごとに設m した l~I 記記録計付の比例取により測定，積算した（間 10 参！！の。
@ ~該クワークから市-OlU クリークへの流 11.\i[J: QoucKは， 3インチ・パーシヤノレ・フリューム
により各測定時刻ごとに測定した流｛訟を台形公式によりも＇ ft;i：して求めた。南北クリークの締切部
分とパーシャノレ・ブリューム設jl'(の状況はiヌト11に示す。
G) ~該クリークから水 11:1 への揚水；tll: Qnu印は，ウオノレトマンil右ft;i：流lぶ出こより測定した0
R 当該クリークからの蒸発l：は，蒸発1i:Ev とクリークの蒸発f(fAf，との T~＇f として求めてい
る。ここで，蒸発位 Evは大烈蒸発似i・ Clお…12）により測定した0 ;tた，クワークの蒸発而iA{, 
はクリークのirMI7.k 7.k fi磁を採月iした。
を） 当該クワークへの降7.kfil：は， l'iUtl:il・による降水位のiJ!I定似Iにクリークの降水friMA｛， を
乗じて求めた。
① クリー夕刊2制変化lit2,＇~~lf. AKは，クリークの縦横断iJ!UMにより，水位 貯郎防
線を拙き，当日の水伎に相当するjザfl'.ilJ:と前日の7.kfl＇［に相当する Jl'i''\1'/l誌との 7'.1~ として求めた。
水位一一一Jtrt別立1U1線をiまH3に示す。
な ;l~＇ J.k1立は，クリーク内水位燃により測定している。
｜努I8 Y,｛；首長JI！水路からタワークへの取水「l ｜立I-9 .il!-OlU クリークから~；（kタワークへの i/,i人 ·lj}:
Qin1' のiJIUJ.i：月］ノfーシヤノレ・フリューム
40 佐賀大学j災学必；＊ 第 35サ（1973)
i立ト10 水Ilからクリークへの地表泊j/,-{E人JitQin!•' 
iJlJ'iEJH比例以
i事I11 南北タワークのf~1i 切 rm と Qou!IC iJl淀川
ノfーシャノレ・フワューム
｜主！一12 蒸発付： Evil判定郊大刻蒸発注1・























水Eilif:にIYJする測定項目は， 4・2宣l'i(2 ）式， 4•4 節（ 6 ）式j~、よび4 ・5節（ 9 ）式で説明した各JJ(で









⑨ 各；fEごとの水！日からの地表流出沿 Qoutは， 1<f:Uを5プロックに統合し， これらブロック
ごとに｜：！記記録計付の比例J艇でiJ!J定した。測定装置は関一10に示す。
水収支対象7J<ff:Jj~fからの流出 i辻は， l：記の方法で•·；Jとめた各ブ口ックごとの流出足の手II, ZQQUむ





7 J' 8 月 9 月 10 月
旬 0.79 1.14 1.23 1.21 
旬 1.01 1.11 1.33 
T 旬 1.02 1.20 1.50 
42 f/,:J~大学！良学必；報 J,JS35 f子（1973)
上記の方法で求めた蒸発散｛立に各祭ごとの水凶附街角を乗じ， これらを水収支対象水問にわ
たり加え合わせることにより， 7J<IEI~砕からの蒸発散泣の総和i 27E,•a1 をミ｜どめた。
（む 水抗iへの降水位はFjijJ立言！ーにより求め，これに~；放水 IB孤立iを采ずることにより，当該水 113
群への降水虫 .El•a，を求めた。
(:;) I ITI Jf1＇潟j詮変化i¥Hま各1ft7j( Filごとにフックゲージをi＆践し， Jf1＇潟if{iの変化il:Llh/ Litを求













Jt'Hffl水！日鮮の水収支については， 4•2 窓口の（2), (3）ふ、よび（4）式によって，各測定日ごとに
求める．










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ys＜相ij) 抑制＇Jl 抑制l) %＜タ）ぷ（列島（申i)j)結（列島（初n為（タ）沖約%＜羽）%（タ）%｛紛）月・臼
I I I I I I I I I I I I I Ii:｛利46イド
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n:i:；；・：針！い 1な粘土タワー ク7l<.rnにおける問機扱術後の水JI又交について 45 










































お（籾）%（明］） %＜初）%（タ）%（タ） %＜ナ）%（刺］） %Cタ） Yi＜す）%（引］） ，%（明l Fl • Fl 
I I I I I I I I I I I IJ{j手l!46fj~















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































? ? ? ? ? ?
-'f・Jう：j必：'i:：供給水i7!
15 .3mm/rla、I



















































48 イ々 ~!l大学と11~今さ数字詰 tl~ 35 ・iま（1973)
をクリークから71<rnに揚水しなければならない．







ftj ~ド音~ノ1<[l 1f'. 協 15<'.c1: 1或
そ》屯 II
蒸発散水位:sp・ゑJ{j[ 6.2 6.2 6.2 mm/day 
必1EJ§供給水深平均1］〔 14.3 15.7 15.3 mm/day 
i:l .it主 欠 rl':j 8.1 9.5 9.1 mm/day 
必裂供給Jj(j；程：if.Jミj佼（と


















持行組に.~する q'(JTJ （立明大してくる． それゆえ， これら何者・のfJタミをJ＆・iぶして， 1三泊なカンガ
ィ・システムの脱税とそのブ＇stl~1i.:磁JI.することが，今後， jはも ill~な課題と考える．
ω 暗渠排水口白ユ；li‘後の；JくI浸透Jli:の変化について．
当該地院では， 1~3羽145年度冬期 CllH和4fr'if.1 月～ 3 月）に水III~iTrにn奇探排水工が施工されて
いる. Hi忠良の松類は，会f材（モグラ） n庁援であり，その施工深は 40cm,I悶 11~~ は 4m である．
これにより，水IE1浸透Jlはかなり哨加している．これを，椛擬施工TlI後の測定結果によって比
較してみると去一7のようになる．




:};. 7 i消泌総；l二1li後のもn創立変化 CJVJI/百平均）
:It司生部）l](f:l]j洋
lfi和461,fI支作付JV 8.lmm/day 9.5 9.1 
昭和451r]oJtf1：付JU] 4.6mm/day 6.0 5.5 
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